
 

（第２号様式）   
令和７年４月 11日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立鎌倉高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 17日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・文理融合の教

育課程を編成

し、全ての教

科で生徒の総

合知を醸成す

る探究的かつ

教科横断的な

学びを充実さ

せる。 

・課題研究活動

や体験講座を

中心に、科学

的思考力や多

面的多角的な

思考力、優れ

た洞察力・判

断力や表現力

を育成する。 

 

 

 

1.文系理系にとらわ
れない総合知を身
に付けるために、
教科横断的な内容
を取り入れた組織
的な授業改善を目
指す。 

2.課題研究活動を軸
に、理数探究基礎
や総合的な探究の
時間を組み立て、
生徒にクリティカ
ルシンキングを基
盤とした、「総合
知」を活用できる
力を育成する指導
法を組織的に研究
し、来年度の SSH
認定を目指す。 

 

1.教員間の相互の学び
合いを通して授業力
を高めるとともに、
授業改善策の検討を
行い、授業改善に向
けた工夫を共有する
機会を設定する。 

2.先進的な科学分野に
触れ、社会課題を多
面的に捉える力を育
成するため外部と連
携した取組を進める
とともに、課題研究
において、生徒の科
学的思考がより深ま
る指導法について研
究し、共有を図る。
また、グローバル教
育の活動を通じ、生
徒の多面的多角的な
視点と思考を育成す
る。 

1.教員間で他者の授
業を見学する期間
を設けて、期間中
に少なくとも１回
は授業を見学し、
改善に向けた工夫
を共有する場を設
定する。 

2.外部と連携した取
組みが３回以上実
施できたか。 

・課題研究に係る教
員研修会や指導研
究会を年間３回以
上実施できたか。 

・姉妹校交流や海外
研修旅行を有意義
な取組みとして実
行し、その成果を
共有できたか。 

 

1.授業評価アンケートをもと
に、教科会議を実施し、授
業改善案として全教職員で
共有した。 

・10月中旬から11月下旬に
自教科に関わらず授業を見
学する期間を設けた。 

・10月18日に公開研究授業
を実施した。 

2.１学年対象の理数教育講演
会や、２学年対象のサイエ
ンスカフェを実施し、先進
的な科学分野に触れる機会
を設けた。 

・２学年課題研究において日
本大学生物資源科学部の大
学院生による助言を受け、
課題研究発表会を３月 14
日に行った。 

・教員対象のSSH研修会を３
回実施した。 

・SSH 申請書を文理融合基礎
枠で提出した。 

・10月に米国ナッシュビル市
使節団、12月に豪姉妹校を
受け入れ、国際交流委員を
中心に交流をした。３月末
にはニュージーランド海外
研修旅行を実施した。 

1.今年度の授業改善の取組
において、第２回授業評
価アンケートで年度当初
に掲げた目標がどの程度
達成されたかを見取り、
来年度の計画につなげ
る。 

・授業改善を継続するため
に、来年度の授業評価実
施後も教科会を設ける。 

・公開研究授業後の研究協
議での意見を全職員に還
元し、今後の授業に生か
す。 

2.SSHの申請内容の取組を実
施していく。 

・１学年の理数探究基礎に
おける鎌倉市の外部機関
との連携や２学年課題研
究での大学からの指導・
助言の取組を引き続き行
っていく。 

・国際交流の取組をポスタ
ーや研修誌にまとめると
ともに、校内での報告会
を行い、次年度以降に引
き継ぐ。 

〇全教職員が授業を見学
したことは評価でき
る。業務量とのバラン
スをとりつつ、次年度
も取り組んでほしい。 

〇授業評価アンケート
で、否定的に回答した
生徒への指導をについ
て考え、次年度に実施
していくとよい。 

〇授業評価アンケートの
項目６について、教員
が活動の場面を設定で
きたことは評価する。
生徒の肯定的な回答数
は多くなかったことに
ついて、指導を積み重
ね、3年間で向上するよ
う考えるとよい。 

〇SSHの方針を取り入れて
活用してほしい。 

1.第１回授業評価アンケー
トをもとに教科ごとの工
夫や取組をまとめ分析
し、授業改善案として全
教職員で共有した。ま
た、教員間で他者の授業
を少なくとも１回は見学
する機会を設けた。 

2.文理融合基礎枠としての
SSH 指定での研究開発テ
ーマ「科学的思考力を備
え多様な知識や情報を統
合して総合知を活用する
科学技術人材を育成する
研究」にふさわしい取組
をすることが必要とな
る。 

・ 授 業 に お け る 「 総 合
知」、「文理融合」の視
点を入れた取組の継続、
２学年の課題研究活動の
充実などが課題である。 

1.授業の中で、生徒が自
分の考えをまとめた
り、課題の解決方法に
ついて考えたりする場
面をより多く設定する
とともに、指導方法に
ついての工夫を教職員
で共有する。 

・授業に関する教員間の
コミュニケーションを
深めていくために、教
材の共有化を行い、生
徒の資質や能力の向上
を実現できる手法を取
り入れていくことが必
要となる。 

・課題探究活動において
は、教員の指導力向上
と生徒の取組の充実に
つながるような評価方
法の開発が必要とな
る。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・他者を思いや

ることのでき

る人間性、主

体的な態度を

育成する。 

・学校行事、部

活動と学習の

バランスの取

れた学校生活

の支援体制を

充実させる。 

・人権を尊重し

つつ、自らの

知と徳を培い

生きる力をは

ぐくむ。 

 

 

 

 

1.学校行事に対して
生徒が主体的に立
案・実施・検証す
ることによって、
実践性・自主性・
協調性を養い自己
肯定感を高められ
る場面を創出する
工夫をする。 

2.自他の生命と人権
の尊さを認識し、
それに伴う倫理と
知識を育む指導を
行う。 

 

1.生徒が自己の役割を
認識し、創造性を伸
ばす取組ができるよ
う、生徒会執行部の
活動、学校行事の運
営、部活動における
継続的な支援を行
う。 

2.教育相談体制を整備
し、生徒の情報を職
員全体で共有し、適
切な指導・支援を実
践する。必要に応じ
て外部とも連携をと
る。 

・登下校も含めた学校
生活のトラブル、
SNS関連等のトラブ
ルに対して適切に対
応する。 

 

1.事後アンケートに
おいて、生徒の主
体性や創造性に関
して肯定的に回答
した生徒が３分の
２を超えたか。 

・行事の計画・実
施・振り返りを通
して、計画的かつ
継続的な支援をす
ることができた
か。 

2.SC・SSWや外部など
の連携も考慮し、
会議（学年・コ
ア・ケースなど）
等で具体的な支援
策を立て、実践す
ることができた
か。 

・トラブルや苦情に
対し、改善に向け
て行動できたか。 

1.鎌高祭、スポーツ大会、球
技大会、合唱コンクールに
おける終了後の全校アンケ
ートで、ほぼ全ての行事に
おいて８割以上の生徒が
「主体的に参加することが
できた」と回答した。実行
委員の生徒たちを中心に学
校全体で主体性や意欲を高
めることができたと考えら
れる。 

2.学校全体に教育相談体制が
浸透し、教職員だけでなく
生徒・保護者のSC・SSWの
活用機会が増えた。 

・必要に応じて外部機関と連
絡を取り、連携を取りなが
ら継続的な支援を行った。 

  

1.引き続き、学校行事にお
いて、生徒が主体的に取
り組み、運営することが
できるよう、来年度に向
けた継続的な指導を行っ
ていく必要がある。 

2.SC・SSWの活用が増える一
方で、その業務量が増加
した。「かながわ子ども
サポートドック」を含
め、さらなる体制の整備
が必要である。 

・今年度SNS関連のトラブル
があったことから、掲示
等で事あるごとに注意喚
起を促すことが必要であ
る。 

 

〇かながわ子どもサポー
トドック２年目とな
り、学校全体で取り組
み、成果があったこと
は評価できる。 

○小・中学校では、不登
校の児童・生徒への支
援が学校外にもある。
高校は校外に求める場
が少ないことを懸念し
ている。 

1.すべての学校行事におい
て、生徒によるアンケー
ト結果は、８割以上が肯
定的な回答であったの
で、主体性・自己肯定感
を高めることができた。 

2.SC・SSW が週１回来校し
支援の機会が増えたこと
が、生徒・保護者にも周
知され、カウンセリング
を希望する者が多くなっ
た。 

・SNS 使用のルールについ
ては機会あるごとに注意
喚起を行ったが、SNS の
安易な利用による指導事
例があった。 

1.来年度も、生徒が主体
的かつ創造的に学校行
事に取り組み運営でき
るように、生徒会執行
部や実行委員会への指
導を組織的かつ継続的
に行っていく。 

2かながわ子どもサポート
ドックは支援を必要と
する生徒の掘り起こし
に一定の効果があっ
た。得られたデータを
速やかに活用していく
ことが今後の課題であ
る。 

・SNSを適切かつ安全に活
用していくよう、今後
も指導が必要である。 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 17日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと

りのキャリア

形成に則した

支援体制を整

備する。 

・ 難 関 国 公 大

学、難関私立

大学への合格

者数を増加さ

せる。 

 

 

1.新課程入試とな
る３年生に向け
た新たな情報を
大学入試研究会
等で収集し、職
員・生徒・保護
者に遺漏なく伝
える。また大学
に関する情報に
加え職業観の醸
成にも努める。 

 2.一般選抜で大学
進学をする者が
果敢に挑戦出来
るよう、進路指
導を行う。また
学校推薦型選抜
や総合型選抜を
活用する生徒保
護者共に適切に
情報提供をす
る。 

1.職員対象に新課程
入試となる共通テ
ストの説明会を実
施する。大学入試
研究会への参加を
職員にも周知し参
加を呼び掛ける。 

・卒業生のうち社会
人として活躍して
いる方のお話を
『学習・キャリア
ワークブック』に
掲載する。 

2.保護者対象の説明
会や生徒対象の進
路集会を実施し、
情報を周知する。 

・「第一志望を貫
く」指導を組織的
に行い、学年会で
も複数回説明し方
針を徹底する。 

 

1.職員対象の説明会
を複数回実施でき
たか。進路指導資
料を作成し、全職
員に提示できた
か。 

・社会人の原稿を
『学習・キャリア
ワークブック』に
複数掲載できた
か。 

2.多様な情報を指導
に生かすことで、
スーパーグローバ
ル大学（トップ
型）への現役進学
率が前年を超えた
か。 

1.大学入学共通テストの変更
点や生徒に対して説明する
際の留意点を職員全体に周
知する研修を実施した。 

・『学習・キャリアワークブ
ック』に社会人として活躍
する卒業生の話を掲載し
た。 

2.保護者を対象とした進路説
明会を開催し、生徒と同様
に新課程入試の内容や変更
点を周知した。 

・「第一志望を貫く指導」を
３学年担任団と共有し、指
導した。 

1.大学入学共通テストにお
ける変更の大きい地歴・
公民の受験科目について
理解が深まるよう基本部
分から説明する。 

・指定校推薦会議において
第一志望を貫く生徒が過
去３か年で最も増加し
た。総合型選抜や公募制
の学校推薦型選抜の要項
の読解が難解なため支援
を継続する。 

2.毎年発生する大学入試の
変更点が確実に生徒に伝
わるよう、『第一志望宣
言』も活用しながら生徒
に周知する。  

〇第 1 志望を貫くために
様々な手立てを講じで
おり評価できる。今年
度の分析を次年度に生
かしてほしい。 

 

1.大学名変更や入試方法の
変更を生徒、職員、保護
者共に示すことができ
た。また、大学卒業後の
キャリア形成についても
一定の内容を示すことが
出来た。大学での研究内
容なども生徒に示すこと
で大学選択の際、活用す
ることができると考える
ので、今後の課題とした
い。 

2.現役生の難関 10大学合格
人数は２年連続５名、国
公立大学合格人数は４年
連続 30名以上を達成して
いる。今後も成果の継続
および増加を目指した
い。 

1.来年度は大学入学共通
テストもオンライン出
願となるので、適切な
指導体制を作る。  

2.難関大説明会を実施
し、情報提供に努め
る。 

４ 地域等との協働 

・関連する諸機

関、団体との

連携を進め、

協働に取り組

むことをとお

して、地域に

信頼される学

校づくりを行

う。 

 

1.ＰＴＡや藤沢支援
学校鎌倉分教室と
の連携を図り、学
校行事において交
流を図るだけでな
く、相互の教育活
動が連携的で互恵
的となるような教
育活動を推進す
る。 

2.学校外の機関・団
体等との連携を図
る。 

1.ＰＴＡや分教室と日
頃から情報交換を行
い、本校生徒との交
流・理解が深まり互
いに良い関係を築く
ことができるよう機
会を作る。 

2.生徒が地域等学校外
の機関に協力した
り、学校外の機関等
の力を本校の教育に
生かす機会を設け
る。 

 

1.ＰＴＡ活動との連
携を密にし、生徒
の主体的な地域貢
献活動が昨年より
増えたか。 

・分教室との交流を
活性化することが
できたか。 

2.生徒が地域等に協
力するとともに、
自分たちの学習成
果を知ってもらう
機会を設けること
ができたか。 

 

1.スポーツ大会でのドリンク
サービスや鎌高祭での巡回
など、学校行事全般におい
てＰＴＡと連携し、柔軟な
協力体制を構築した。 

・藤沢支援学校鎌倉分教室と
は、対面式、鎌高祭、合唱
コンクールにおいて交流を
深めた。 

・行事の予定計画を中心に、
日頃からＰＴＡや分教室の
職員と情報交換した。 

2.部活動において、地域の施
設で吹奏楽部や室内楽部が
演奏を行い、地域に貢献す
ることができた。 

1.引き続き、ＰＴＡや分教
室の職員と情報交換を行
っていく。 

・藤沢支援学校分教室の交
流の機会を維持しながら
生徒同士の交流の機会を
積極的につくり、次年度
につなげていく。 

・ＰＴＡとの積極的な連携
を継続していく。 

2.来年度の行事実施を見据
えて、生徒が地域と交流
する機会を設ける。 

 

〇今年度は地区交通安全
大会において PTA と生
徒の合同で発表した。
次年度も PTA と生徒の
交流の場を持つことを
期待する。 

 

1.学校行事全般において
PTA 及び藤沢支援学校分
教室と連携を深めること
ができた。分教室との交
流については、対面式、
鎌高祭において合同実施
し、交流を深め、連携を
深めることができた。 

2.部活動において、地域の
施設で吹奏楽部や室内楽
部が演奏を行い、地域に
貢献することができた。 

 

1.来年度も PTA および藤
沢支援学校分教室の生
徒との連携を深めてい
く。特に、PTAと生徒の
交流の機会を模索して
いく。 

2.生徒が地域等に協力す
るとともに、学校の教
育活動や生徒の学習成
果を発信する機会を増
やしていく。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

・校内組織をよ

り活性化し、

全職員の情報

共有や運営参

画を進める。 

・施設・設備の

維持や管理を

適切に行い、

生徒の安全と

教育成果の拡

充を図る。 

1.職場の目標や課題
を全職員で適切に
情報共有し、個々
の役割を理解し、
主体的・協働的に
業務に参画する。 

2.生徒・職員が災害
時に適切な判断と
行動ができる、災
害に対する意識の
高い学校づくりを
行う。 

1.職員間の円滑な情報
共有、業務の生産性
の向上、働き方改革
の推進のため、ICT
機器を効果的に利活
用する。 

2.実践的な避難訓練、
防災訓練、DIG 訓練
等を実施し全職員・
生徒の防災に対する
実践知を高める指導
に取り組む。 

1.ICT機器の効果的な
利活用により、業
務を適切に効率化
し、職員の時間外
勤務を減らすこと
ができたか。 

2.生徒・職員が具体
的な災害等に対す
る意識を高める訓
練等を実施できた
か。 

1.服務申請簿（紙）、施設予
約簿（紙）を廃止し、
Teams を活用することとし
た。 

2.５月にシェイクアウトと防
災訓練を行い、８月にシェ
イクアウトとDIG研修、生
徒・職員双方による防災下
校班の確認を行い災害に対
する意識を高めた。 

1.意見の収集や情報共有
等、ICTを活用して、業務
の効率化を推進できるよ
う工夫する。 

2.来年度も引き続き災害の
発生を想定し、具体的な
場面を想定できるような
防災訓練を実施する。 

〇修学支援金制度の所得
制限撤廃により、公立
学校は厳しい状況にな
ると予想される。計画
的に施設の充実を図っ
てほしい。 

〇防災に関して、地域の
中・高等学校への期待
がある。実践的な防災
訓練等において、鎌倉
高校と近隣住民とが連
携できるとよい。 

1. 服務申請簿（紙）、施設予約
簿（紙）を廃止し、Teams を活
用することとした。 

 
2.年間を通し、２回シェイ
クアウトと避難訓練を行
い、DIG 研修、教員対象
の消火訓練を各１回ずつ
行った。生徒・教員とも
に防災意識を高めること
ができた。 

1.意見の収集や情報共有等、ICT
を活用して、業務の効率化を
一層推進できるよう工夫す
る。 

 
2.地域の避難場所に指定
されていることを踏ま
えた防災計画を策定す
るとともに、より実態
に即した防災訓練を行
えるようにする。 

 


